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2024 年度 東海大学天文宇宙 OB 会総会議事録 
 

2023 年 11 月 5 日（日） 
於 Skype による ON ライン総会 

14:00 〜 16:20 
 

出席者：諸岡(76)、川井(77)、松岡(77)、金子(78)、飯塚(78)、北岡(81)、 
野島(93) （敬称略） 
※出欠回答 28 名中、出席者 7 名、欠席者 21 名、 

1. 開会の辞/会⻑挨拶 川井会⻑ 
2. 議⻑／書記選出 議⻑：川井、書記：北岡 が担当 
3. 川井会⻑より 2023 年度活動と 2024 年活動計画について説明がなされた。 
----------------------------- 審議開始 ---------------------------- 
4. 2023 年度会計報告 （飯塚会計） 
 飯塚さんより 2023 年度会計報告がなされた。 
（別紙 1. 「2023 年度_会計報告_231105」参照のこと） 
 2023 年度収入：\528,205-（内繰越金\448,186-） 
 2023 年度支出：  \40,588- 
 次年度繰越金：  \487,617-  
 
5. 会計監査報告 （金子監査担当） 
 会計報告に引き続き金子さんより会計監査報告がなされ、 
 会計報告書に問題が無いことが確認された。 

10 月 28 日面会で実施、11 月 1 日最終確認。 
 
6. 会計報告採決 （飯塚会計） 
 ※2023 年度会計報告が承認された。 
 
7. 2024 年度予算案審議と採決 （飯塚会計） 
 飯塚さんより活動計画詳細の説明があった。 
 飯塚さんより 2024 年度予算案について説明がなされた。 
 予算案に関連して「年会費前納」について説明がなされた。 
 （別紙 2.「2024 年度‗活動計画・会費前納・予算案_231105」参照の事） 
 2024 年度収入：\567,617-（内繰越金\487,617-） 
 2024 年度支出：\121,560- 
 次年度繰越金：  \446,057- 
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8. 2024 年度予算案審議と採決（飯塚会計） 
 ※2024 年度予算案が承認された。 
  
9. 規約改定内容説明 （松岡副会⻑） 
 松岡副会⻑より規約の改定に関する説明がなされた。 
 （別紙 3「 TUDOB 会総会資料_規約改定について」を参照のこと） 

① 現在「会⻑補佐」が選出されているが規約に規定がないので第２章 [運営：活動] 
  第 5 条の本文 4 行目に以下を追記する。 

「また必要に応じて会⻑が指名する会⻑補佐を置く」 
② 第 5 条 10 として以下を追記する。 

「10 会⻑補佐は、主に会⻑の特任事項を担当する」 
③ 現行規約では総会開催日が指定されているが諸事情により開催日に自由度を持たせ

るため開催日に関する記述を以下の通り変更する。 
現行：「時期は、東海大学建学祭期間中（通常 11 月3 日）とする」 
改訂案：「時期は、東海大学建学祭期間中を含む概ね 1 週間程度の期間内とする。 

 
10. 規約改定採決 （松岡副会⻑） 

※規約改定案が原案通り承認された。 
 
11. 2024 年度役員、世話役候補者承認 （川井会⻑） 

川井会⻑より、2024 年度役員、世話役会候補者について説明がなされた。 
（別紙 4「 2024 年度東海大学天文宇宙 OB 会世話役名簿 (2023.11.05)」参照のこと） 
※2024 年度東海大学天文宇宙 OB 会世話役名簿が原案通り承認された。 

     
----------------------------- 決議事項終了 ---------------------------- 
 
12. ホームページの運営状況とホームページ管理の報告 （金子担当） 
 金子担当より TUD OB 会のホームページの運営状況について報告がなされた。 
（別紙 5. 「TUDOB 総会用 2023-v3s」参照の事） 
 今年度のアクセス数は過去 3 年間に比べ一番少ない。 
 
13.メーリングリストの報告 （金子担当） 

金子担当よりメーリングリストに関する報告がなされた。 
（別紙 6. 「TUDOB 会_ML 推移（2023 年度）」を参照のこと） 

メールサーバーの利用状況について説明があった。 
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現在世話役 27 アドレス、一般会員 153 アドレスが登録されている。 
注意事項：携帯電話は受信容量の制限があるので大きな添付ファイルは注意が必要。 

 
14. 現役の遠征支援について報告 （野島担当） 

野島さんより現役の遠征支援について報告がなされた。 
（別紙 7. 「現役の観測遠征支援について(OB 総会)」を参照のこと） 
コロナ禍の影響などがあり、2021 年 11 月を最後に実施し最後の天城遠征を実施してい
ない。 
2024 年度は現役側より天城遠征の希望が出ているので OB 会としても要望に応えるよ
うな方針としたい。直接支援だけではなく遠征のノウハウの伝授等も支援に相当すると
考えている。 

  
15. OB 会を活性化するための活動報告 （野島さん/川井会⻑） 

（別紙 8.「OB 会を活性化させるための活動~若手 OB 活動報告~(2023.11.05)」を参照
のこと） 
・川井会⻑より活動の経緯と効果、状況について概要説明がなされた。 

ここ数年名簿の提出がなかったが 2023 年度は 2017 年、2019 年入学の名簿の提出が 
あり、プロジェクトの効果が現れてきている。 

・野島さんより、2023 年度 TUD OB 会若返りプロジェクト若手グループ活動について
報告がなされた。 
実施内容・活動成果：資料参照 
今後の課題：①2024 年に卒業する現役生とは委員⻑含め 3 役が退会したため交流が 

取れていない。 
②若手 OB の取り込みだけでなく、交流が取れていない中堅 OB の取り

込みも課題となっている。 
 
16. 足柄観測所の撤収についての報告 （川井会⻑） 

川井会⻑より足柄観測所の経緯及び状況について説明がなされた。 
（別紙 9. 「足柄観測所撤収についての報告(2023.11.05）」を参照のこと） 
昨年度足柄観測所の管理を現役から OB 会に戻し、OB 会が費用負担を行っている。 
現状現役生も OB 会員も観測所を使用する要望は無い状態である。 
今後明治大学天文部 OB 会とも協議を進め撤収に向けて準備していく必要がある。 

 
17. OB 会 50 周年記念式典について （川井会⻑） 

川井会⻑より OB 会 50 周年式典について現状と考え方について説明がなされた。 
（別紙 10. 「OB 会 50 周年記念式典について(2023.11.05）」を参照のこと） 
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１）現状 

・幹事ができる人がいないため実行することが厳しい。 
・昨年度の総会で議論 ML を新規に立ち上げ討議を行うことになり実施したが殆ど

議論がなされなかった。 
・1974 年 11 月 3 日に OB 会が設立された。来年は 50 周年の年にあたる。 

２）対応 
   ・OB 総会後、再度議論 ML で討議を呼び掛けてみる。 

・2024 年の早い段階で実行の可否を決めたい。 
 

18. その他 
  特になし 
----------------------------- 審議終了 ---------------------------- 
19.議事録確認 
20. 閉会の辞：北岡 

以上 


